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オープンサイエンスの側⾯

1



⽇本におけるオープンサイエンス

「オープンサイエンスとは、公的研究資⾦を⽤いた研
究成果（論⽂、⽣産された研究データ等）について、
科学界はもとより産業界及び社会⼀般から広く容易な
アクセス・利⽤を可能にし、知の創出に新たな道を開
くとともに、効果的に科学技術研究を推進することで
イノベーションの創出につなげることを⽬指した新た
なサイエンス」

内閣府『我が国におけるオープンサイエンス推進のあり⽅について〜
サイエンスの新たな⾶躍の時代の幕開け〜』（2015年3⽉30⽇）
http://www8.cao.go.jp/cstp/sonota/openscience/



⽇本のオープンサイエンスの歩み

2013年6⽉ G8科学⼤⾂会合の研究データのオープン化声明への調印
2015年3⽉ 内閣府のオープンサイエンスに関する報告書
2016年1⽉ 第5期科学技術基本計画のオープンサイエンスへの⾔及
2016年7⽉ ⽇本学術会議のオープンサイエンスに関する提⾔

オープンサイエンス

市⺠科学
産学連携

研究者間の
格差是正

成果の再利⽤で研究の加速化
• 共同研究への積極的な展開
• 研究成果の再現性が向上

研究者の適切な評価
• 若⼿研究者のビジビリティ向上
• 実験者や解析者にも脚光
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データ
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•研究活動や成果物の多様化
–論⽂，雑誌，書籍，研究者，データ，ソフトウェア，
プレプリント，ファンド，研究計画，データ管理計
画，発表資料，ポスター，…

•どうやって発⾒可能にするのか
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オープンサイエンス時代の検索



⽇々の研究活動の関係研究データの検索

⽬的



論文, 本, 博士論文, …

DOI,	Handle,	URI,	ISBN,	
ISSN...

プロジェクト

KAKEN	Project

ファンド

Crossref	Funder,	
GRID,	ISNI...

組織
Institutional	ID,	
GRID,	ISNI...

KAKEN,	ORCID...
研究者

研究データ

DOI,	PID,	URI...

研究

IDと知識グラフ



ステップ
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集約 統合 サービス









データフロー
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Biblix (DOIs)

研究者DB

成果DB

識別
重複解消
リンク作成

研究者

成果物

プロジェクト

組織

ファンド



課題
•知識グラフ構築

–名寄せとリンク作成
–リンクを含んだメタデータはまだ少なく、増えていくのに期待
–他からエンティティやリンクを抽出できるか

•国際協調
–IRDB:�OpenAIRE
–知識グラフ:�SCHOLIX,�LOD

•分野間連携
–情報学
–社会科学
–⽣命科学

•ユーザニーズ把握


